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①各戦略機関にて、自己点検結果報告書（とプレゼン資料）を作成
｜ ・様式に沿って、分野ごとに作成。

｜ ・研究開発課題ごとに、進捗状況及び成果内容を記載。

↓

②文科省から分野別作業部会の委員に、ヒアリング審査資料を事前送付
↓

③分野別作業部会にて、分野ごとに中間評価を実施（ヒアリング審査）
｜ ・統括責任者から、分野全体（特に拠点形成）の中間成果を報告。

｜ ・課題代表者から、各研究開発課題の中間成果を報告。

｜ ・各課題の進捗状況を含め、分野全体の進捗状況・成果・体制・成果の利活用等について評価。

↓

④ヒアリング審査終了後、分野別作業部会の各委員にて中間評価シートに記入
↓

⑤文科省にて、中間評価シートを回収
↓

⑥主査（分野マネージャ）の取りまとめのもと、分野ごとに中間評価票（案）を作成
↓

⑦分野別作業部会（メール審議）にて、中間評価票（案）を審議し、分野ごとの中間評価票を確定
↓

⑧文科省から中間評価委員会の委員に、ヒアリング審査資料を事前送付
｜ ・中間評価委員会は、戦略プログラム推進委員会委員＋外部有識者から構成。

↓

⑨中間評価委員会にて、中間評価を実施（ヒアリング審査）
｜ ・戦略機関（統括責任者）から、各分野の中間成果を報告。

｜ ・分野マネージャから、各分野の中間評価結果を報告。

｜ ・各分野の目標（研究開発、拠点形成）に対する進捗状況を含め、戦略プログラム全体について評価。

↓

⑩ヒアリング審査終了後、中間評価委員会の各委員にて中間評価シートに記入
↓

⑪文科省にて、中間評価シートを回収
↓

⑫土居主査の取りまとめのもと、戦略プログラム全体の中間評価票（案）を作成
↓

⑬中間評価委員会（メール審議）にて、戦略プログラム全体の中間評価票（案）を審議・確定
↓

⑭情報科学技術委員会にて、中間評価票（案）を審議
・戦略プログラム全体の中間評価票（案）を提出・報告。

・分野ごとの中間評価票は参考資料として添付。 2



中間評価の論点
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●分野別作業部会
（１）進捗状況及び研究開発成果等について

研究開発目標の達成に向け、研究開発計画が適切に策定され、その着実な進捗の下、適切な研究開発
成果（特に、「京」でなければ得られなかったという視点）が出ているか。また、その内容は国内外の関連する
分野における他の研究開発の現状と比較し、本施策の研究開発の内容が独創性・優位性を有しているか。

（２）研究開発体制について

各機関の役割分担、研究代表者のリーダシップを発揮できる仕組みなど、研究開発体制は本施策を実
施していく上で適切に構築され、機能しているか。改善すべき点はあるか。

（３）成果の利活用について

研究開発の成果の利活用に向けた方策の内容（実用化に向けた方策、成果の普及方策、標準化等）は
適切か。改善すべき点はあるか。

（４）その他について

「京」の利用状況は適切か。改善すべき点はあるか。
自己点検で挙げられている改善点に対する改善策が適切か。

●中間評価委員会

上記（１）～（４）、および、最新の社会情勢を踏まえ、分野を超えた視点で戦略プログラム全体として改善
すべき点はあるか。



戦略機関からの提出資料(分野別作業部会向け)
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①分野別作業部会
①－１．自己点検結果報告書
①－２．統括責任者説明資料
①－３．課題代表者説明資料

①－１．自己点検結果報告書
・様式に沿って、分野全体の話と、課題個別の話の両方を記載。

①－２．統括責任者説明資料
・分野全体の話について、自己点検結果報告書の内容をカバーする形でまとめる。
特に、以下の項目について記載。
－分野全体の概要（概要・目的、必要性・有効性・効率性、予算額推移、体制）
－分野として、適切な課題の実施や成果創出に向けた取組内容
－拠点形成、分野振興に向けた取組内容（特に成果の公表や利活用方策について）
－「京」の利用状況（利用状況が悪い場合はその改善策）
－自己点検の結果、改善点がある場合は、改善策を記載

①－３．課題代表者説明資料
・各研究開発課題について、概要および成果内容をまとめたスライド（１枚）を作成。
・上記に加えて、詳細説明スライドを作成。

＜参考＞分野別作業部会のタイムスケジュール（予定）
文科省から事務説明 20分
統括責任者から分野全体（体制構築含む）の説明 20分、質疑 15分
課題代表者から各研究開発課題の説明 20分、質疑 15分
全体審議 30分
途中休憩 10分

資料提出締切：分野別作業部会の２週間前を予定



戦略機関からの提出資料(中間評価委員会向け)
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②中間評価委員会(＝戦プロ推進委員会＋外部有識者)
②－１．自己点検結果報告書
②－２．統括責任者説明資料

②－１．自己点検結果報告書
・分野別作業部会で提出した自己点検結果報告書について、分野別作業部会で指摘された
事項や不足内容を適宜修正。

②－２．統括責任者説明資料
・分野別作業部会の統括責任者説明資料について、分野別作業部会で指摘された事項や
不足内容を適宜修正。
・分野別作業部会の各課題成果概要説明スライド（１枚もの）を適宜修正したもの。

＜参考＞中間評価委員会タイムスケジュール（予定）
文科省から事務説明 20分
分野ごとの説明、質疑 50分×5
戦略機関からの説明（25分）
分野マネージャからの中間評価結果報告（5分）
質疑（20分）

全体審議 30分
途中休憩 10分

資料提出締切：中間評価委員会の２週間前を予定



分野別作業部会、中間評価委員会日程
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分野別作業部会

分野１ 10/11(金) 13時～17時

分野２ 10/8 (火) 13時～18時半

分野３ 10/18(金) 13時～17時半

分野４ 10/4 (金) 13時～17時半

分野５ 10/15(火) 13時～17時

中間評価委員会 12/4 (水) 13時～18時


